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会
津
の
鍛
冶
産
業
と
関
連
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
じ
め
に

　

我
々
の
暮
ら
し
や
な
り
わ
い
の
道
具
を
生
み
出
す
鍛
冶
屋
に
は
、
鋸
を
専
門
と
す

る
鋸
鍛
冶
、
鑿
や
鉋
、
包
丁
な
ど
の
打
刃
物
を
扱
う
刃
物
鍛
冶
、
鍬
な
ど
の
農
具
を

中
心
と
す
る
野（
農
）鍛
冶
が
あ
る
。
会
津
は
か
つ
て
大
工
道
具
の
一
大
産
地
で
あ
っ

た
が
、
特
に
鋸
や
打
刃
物
の
生
産
は
東
日
本
を
代
表
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
本
企
画

展
で
は
、主
に
大
工
道
具
を
中
心
に
そ
の
製
品
や
製
作
用
具
等
を
紹
介
し
た
。
但
し
、

会
津
に
お
け
る
鍛
冶
文
化
の
歴
史
に
関
し
て
は
資
料
が
乏
し
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
。
ま
た
後
述
す
る
が
、
鍛
冶
職
人
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
は
堤
章
氏
を
は

じ
め
と
す
る
研
究
の
蓄
積
も
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
現
状

で
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
図
版
編
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
内
容
を
含

め
て
、
近
世
以
降
の
会
津
の
鍛
冶
文
化
の
流
れ
を
主
に
地
域
産
業
と
し
て
の
視
点
か

ら
整
理
し
直
す
と
と
も
に
、
展
示
で
紹
介
し
た
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
紹
介

す
る
こ
と
で
今
後
の
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

近
世
会
津
の
鋸
鍛
冶

　

江
戸
時
代
初
期
で
あ
る
寛
文
六
年
の
記
録
「
会
陽
町
街
改
基 

惣
町
」
に
は
、
若

松
城
下
の
全
三
二
五
六
軒
の
う
ち
、
刀
鍛
冶
や
鉄
砲
鍛
冶
を
除
い
た
「
雑
鍛
冶
」

が
六
十
八
軒
と
記
録
さ
れ
て
い
る

（
＊
１
）。

大
町
が
二
十
軒
、
新
町
が
十
三
軒
、
後
町
が

二
十
五
軒
と
数
が
多
い
。
ま
た
同
時
代
の
寛
文
九
年
「
津
陽
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
若

松
惣
町
三
五
一
五
戸
の
う
ち
商
工
業
者
は
二
一
九
九
戸
で
、「
雑
鍛
冶
」
は
六
十
六

戸
と
い
う

（
＊
２
）。

数
字
と
し
て
大
き
な
相
違
は
み
ら
れ
ず
、
当
時
既
に
多
く
の
鍛
冶
職
人

が
若
松
城
下
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
「
雑
鍛
冶
」
と
い
う
語
で

分
か
る
通
り
、
近
世
に
お
け
る
鍛
冶
屋
は
刀
・
鎗
な
ど
の
武
具
以
外
は
そ
の
他
と
し

て
一
括
さ
れ
、
鋸
や
刃
物
そ
れ
ぞ
れ
の
鍛
冶
屋
に
つ
い
て
詳
細
が
分
か
る
資
料
は
少

な
い
。

　

鋸
鍛
冶
に
つ
い
て
い
え
ば
、
特
に
会
津
は
天
王
寺
鋸
と
呼
ば
れ
る
伐
採
用
手
曲
鋸

の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
始
ま
り
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
伝
承
が
残
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
大
正
十
一
年
発
行
の
『
会
津
繁
昌
記
』
に
は
、「
鋸
は
蒲
生
公
大
阪
天

王
寺
門
前
に
住
せ
る
中
屋
重
内
を
聘
し
、
伐
木
用
鋸
を
製
作
せ
し
め
た
天
王
寺
鋸
の

名
は
之
か
ら
始
ま
つ
た
」
と
記
さ
れ
る

（
＊
３
）。

し
か
し
一
方
で
昭
和
九
年
刊
行
の
『
国
産

金
物
発
達
誌
』
で
は
、「
天
王
寺
鋸
は
土
地
の
名
産
で
あ
る
に
拘
ら
ず
其
の
由
来
は

明
か
で
な
い
が
、
伝
ふ
る
所
に
依
れ
ば
享
保
年
間
中
屋
重
左
衛
門
は
伊
勢
参
宮
の
帰

途
、
某
所
で
大
鋸
の
製
法
を
見
て
感
ず
る
所
あ
り
、
帰
国
後
会
津
独
特
の
鋸
の
鍛
錬

法
を
応
用
し
て
製
造
し
、
大
工
樵
夫
等
に
実
験
せ
し
め
た
と
こ
ろ
絶
大
の
好
評
を
博

し
た
の
が
其
の
濫
觸
で
あ
る
と
云
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
＊
４
）。
さ
ら
に
昭
和
十
六
年

の
『
若
松
市
史
』
下
巻
で
は
、「
享
保
年
間
時
の
藩
主
松
平
公
、
家
老
職
田
中
三
郎

兵
衛
玄
宰
に
命
じ
、
大
阪
天
王
寺
門
前
の
鋸
工
、
中
屋
重
内
と
い
ふ
者
を
聘
し
、
営

業
者
に
其
製
作
法
を
伝
習
せ
し
め
た
る
が
初
め
に
て
、
之
れ
即
ち
天
王
寺
鋸
の
起
源

な
り
」
と
し
て
い
る

（
＊
５
）。
さ
ら
に
、
中
屋
清
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
京
都
で
鋸
の
打
ち

方
を
習
い
、
伝
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
口
碑
も
あ
る
と
い
う

（
＊
６
）。
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こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
伝
承
は
、
年
代
に
も
技
術
の
伝
達
方
法
に
も
大
き
な
相

違
が
あ
り
、
ま
た
鋸
鍛
冶
自
体
の
始
ま
り
と
天
王
寺
鋸
の
由
来
と
が
入
り
組
み
、
内

容
も
錯
綜
し
て
い
る
と
い
え
る
。
県
教
委
に
よ
る
民
俗
技
術
の
調
査
報
告
書
で
は
、

天
正
十
八
年
に
蒲
生
氏
郷
が
会
津
に
移
封
し
た
際
、
京
都
伏
見
か
ら
職
人
を
連
れ
て

き
た
こ
と
が
鋸
鍛
冶
の
は
じ
ま
り
で
、
さ
ら
に
享
保
年
間
に
中
屋
重
内
・
重
五
郎
を

招
い
て
天
王
寺
鋸
を
つ
く
ら
せ
、
会
津
の
鋸
鍛
冶
は
そ
の
系
統
を
受
け
継
い
だ
と
ま

と
め
て
い
る

（
＊
７
）。

こ
れ
も
伝
承
の
域
を
出
な
い
が
、
現
在
一
般
に
流
布
し
て
い
る
見
解

に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
多
く
を
言
い
伝
え
に
頼
る
し
か
な
く
、

来
歴
を
明
確
化
す
る
の
は
難
し
い
。

　

こ
れ
ら
の
伝
承
に
登
場
す
る
人
物
の
う
ち
中
屋
重
左
衛
門
は
、
特
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
た
鋸
鍛
冶
と
い
わ
れ
る
。
姓
を
坂
内
と
い
い
、
嘉
永
五
年
の
番
付
「
若
松
緑

高
名
五
幅
対
」
で
は
鍛
冶
の
項
の
中
央
に
「
鋸 
重
左
エ
門
」
と
し
て
、
鋸
鍛
冶
で

唯
一
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
本
書
24
頁
参
照
）。
こ
れ
も
口
伝
で
あ
る
が
、
江

戸
末
期
に
七
代
目
重
左
衛
門
が
菜
種
油
に
よ
る
焼
入
れ
法
を
発
明
し
、
こ
れ
が
各
地

に
広
ま
っ
た
。
以
来
、
重
左
衛
門
は
「
油
焼
き
元
祖
」
と
銘
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う

（
＊
８
）。
焼
入
れ
と
は
、
整
形
し
た
鋸
を
再
度
加
熱
し
、
急
速
に
冷
や
す
こ
と
に
よ

り
硬
度
を
高
め
る
工
程
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
水
や
砂
で
行
う
方
法
で
は
傷
や
斑

が
出
来
や
す
か
っ
た
。
そ
の
功
績
か
ら
七
代
目
の
中
屋
重
左
衛
門
は
会
津
鋸
中
興
の

祖
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

近
世
会
津
の
刃
物
鍛
冶

　

こ
の
よ
う
に
、会
津
の
鋸
鍛
冶
に
つ
い
て
は
文
献
記
録
が
少
な
い
な
が
ら
も
、様
々

な
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
近
世
会
津
の
打
刃
物
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
ほ

と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
前
述
し
た
寛
文
年
間
の
文
献
に
記
さ
れ
る
「
雑
鍛
冶
」
に
は

含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
鋸
鍛
冶
の
よ
う
に
そ
の
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
は
多
く

な
い
。『
会
津
繁
昌
記
』
に
は
「
武
家
時
代
甲
冑
鍛
冶
が
副
業
と
し
て
、
大
工
道
具

庖
丁
類
を
製
作
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
前
述

し
た
「
若
松
緑
高
名
五
幅
対
」
に
は
鋸
の
左
右
に
「
刃
」
と
し
て
「
重
房
」
と
「
重

廣
」
の
二
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
幕
末
の
時
点
で
こ
の
二
人
は
既
に
打
刃
物
の
鍛
冶

と
し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
重
房
に
つ
い
て
山
岸
清
次
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
墓
誌
に
「
寛
文
年
間
（
一
六
六
〇
年
頃
）、
仙
台
領
若
林
よ
り
重
房
が
移
住
し
、

保
科
公
の
御
用
鍛
冶
と
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う

（
＊
９
）。

重
房
は
代
々
刃
物
鍛
冶

で
あ
っ
た
が
、
十
六
代
目
が
大
阪
の
刀
匠
・
尾
崎
正
隆
の
も
と
で
修
行
を
し
て
刀
工

と
な
り
、
そ
の
時
代
の
門
人
に
日
下
部
重
道
が
い
る
。
い
ず
れ
も
明
治
維
新
後
に
は

打
刃
物
鍛
冶
に
戻
っ
た
が
、
こ
の
重
房
と
重
道
が
会
津
に
お
け
る
刃
物
鍛
冶
の
源
流

と
さ
れ
る
。

職
人
の
近
代
化
と
鍛
冶
産
業

　

近
代
と
い
う
時
代
は
、
鍛
冶
屋
に
と
っ
て
も
様
々
な
変
化
を
求
め
ら
れ
る
時
代
で

あ
っ
た
。
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
鋸
及
び
刃
物
鍛
冶
の
変
遷
を
、『
若
松
市
史
』・『
会

津
若
松
史
』
及
び
堤
章
氏
の
研
究
か
ら
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

（
（（

（
＊

。

　

明
治
九
年
の
廃
刀
令
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
刀
匠
と
し
て
生
き
た
職
人
は
鉋
・
鉈
・

包
丁
な
ど
の
刃
物
鍛
冶
へ
と
転
業
し
た
。
そ
れ
で
も
刀
剣
で
培
っ
た
技
量
は
高
く
評

価
さ
れ
、
明
治
十
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
日
下
部
重
道
の
包
丁
が
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
て
い
る
。
会
津
の
鍛
冶
屋
に
弟
子
入
り
す
る
者
は
会
津
・
県
内
か
ら
新
潟
・

東
北
各
県
へ
も
及
ん
だ
と
い
う
。
一
方
鋸
鍛
冶
は
、
戊
辰
戦
争
後
に
そ
の
生
産
は
衰

え
た
。
や
が
て
明
治
十
四
、五
年
に
な
る
と
北
海
道
の
森
林
開
拓
の
た
め
に
、
伐
採

用
鋸
や
打
刃
物
も
需
要
が
拡
大
し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
小
規
模
工
場
に
よ
る
経
営

で
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
日
清
戦
争
に
よ
る
好
況
も
束
の
間
、
す
ぐ
に

不
況
の
煽
り
を
受
け
た
。
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低
迷
す
る
会
津
の
鍛
冶
業
界
を
立
て
直
す
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
金
物
商
の

大
平
善
蔵
で
あ
る
。
大
平
は
、
大
量
生
産
で
も
一
定
の
品
質
を
保
持
で
き
る
洋
鋼
を

会
津
の
金
物
生
産
へ
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。飯
盛
山
の
麓
に
建
て
ら
れ
た「
大

平
善
蔵
先
生
頌
徳
碑
」（
昭
和
六
年
）
に
は
、以
下
の
よ
う
な
事
績
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
明
治
三
十
年
に
先
進
地
で
あ
る
播
州
（
現
在
の
兵
庫
県
）
を
視
察
し
、
そ
の
後

初
代
重
正
や
二
代
重
道
を
派
遣
し
て
当
地
の
技
術
を
学
ば
せ
た
。
ま
た
自
ら
も
山
仕

事
の
職
人
と
接
し
な
が
ら
鋸
の
研
究
を
進
め
た
と
い
う
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
私
財

を
投
じ
て
各
種
品
評
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
明
治
四
十
年
に
は
当
時
最
先
端
の
ス
プ

リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
を
備
え
た
「
大
平
鋸
工
場
」
を
現
在
の
会
津
若
松
市
追
手
町
（
県

合
同
庁
舎
付
近
）
に
設
立
し
た
。
約
三
千
坪
の
敷
地
に
広
が
る
大
工
場
で
、
鋸
の
量

産
化
に
よ
り
北
海
道
・
樺
太
方
面
へ
の
出
荷
を
狙
い
、
年
間
二
万
枚
の
鋸
を
生
産
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
鋸
鍛
冶
職
人
の
多
く
が
株
主
や
重
役
と
し
て
参
加
し
て
話
題

を
呼
ん
だ
大
工
場
も
、
十
年
余
り
で
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
堤
章
氏
は
、
洋
鋼

に
よ
る
品
質
の
低
下
や
職
人
が
工
場
労
働
者
に
な
る
こ
と
に
よ
る
意
欲
の
低
下
、
過

大
投
資
に
よ
る
資
金
難
な
ど
を
そ
の
原
因
と
し
て
推
測
し
て
い
る

（
（（

（
＊

。

　

職
人
の
仕
事
は
一
国
一
城
の
主
と
し
て
個
々
に
独
立
し
た
性
格
が
強
い
が
、
近
代

に
は
様
々
な
横
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
た
。
大
正
八
年
に
は
同
業
組
合
を
組
織

し
、
製
法
の
改
良
や
他
産
地
の
視
察
、
焼
き
入
れ
等
の
講
習
、
製
品
の
競
技
な
ど
を

進
め
、「
会
津
鋸
の
声
価
と
信
用
を
挽
回
し
た
」
と
い
う

（
（（

（
＊

。
大
正
七
年
の
若
松
市
に

お
け
る
生
産
物
の
記
録
で
は
、
鋸
は
生
産
額
二
十
四
万
七
〇
〇
〇
円
、
刃
物
類
は

十
八
万
一
五
九
〇
円
で
、
順
位
と
し
て
は
清
酒
・
漆
器
・
綿
織
物
に
続
い
て
そ
れ
ぞ

れ
四
位
と
六
位
に
入
っ
て
い
る

（
（（

（
＊

。
こ
の
時
期
は
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
産
業
が
引

き
続
き
代
表
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

昭
和
期
に
お
け
る
鍛
冶
産
業
の
盛
衰

　

昭
和
に
入
る
と
経
済
不
況
の
煽
り
を
受
け
た
会
津
の
鍛
冶
産
業
だ
が
、
そ
れ
で
も

地
域
の
産
業
と
し
て
一
定
の
地
位
は
保
ち
続
け
た
。
昭
和
十
二
年
の
若
松
市
庁
舎
落

成
記
念
に
つ
く
ら
れ
た「
会
津
五
銘
鑑
」の「
土
産
物
」に
は
、「
漆
器
」に
続
い
て「
打

刃
物
、鋸
」
と
記
さ
れ
、ま
た
「
鋸
」
の
項
に
は
中
央
に
「
博
労
町 

中
屋
重
兵
衛
」
が
、

そ
の
左
右
に
中
屋
真
兵
衛
、
中
屋
忠
左
衛
門
、
中
屋
善
兵
衛
、
中
屋
友
右
衛
門
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
鋸
は
金
融
恐
慌
下
で
北
海
道
・
樺
太
方
面
の
製
材
業
が
不
振

と
な
り
大
打
撃
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
復
活
し
た
と
い
う
。
昭
和
十
六
年
当
時
、
鋸

は
北
海
道
に
七
割
、
東
北
と
県
内
に
三
割
、
打
刃
物
は
近
県
に
七
割
、
北
海
道
と
県

内
に
三
割
が
出
荷
さ
れ
て
い
た

（
（（

（
＊

。

　

こ
の
頃
の
鍛
冶
屋
の
軒
数
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
十
四
年
発
行
の
「
若
松
市
物
産

陳
列
館
概
覧
」
で
は
、
前
年
度
に
お
け
る
「
若
松
市
主
要
産
物
」
の
な
か
に
「
鋸
打

刃
物
其
他
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
製
造
戸
数
三
十
九
軒
、
職
工
は
一
七
七
人
、
生
産

額
は
十
八
万
二
〇
〇
〇
円
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
若
松
市
史
』
下
巻
に
は
、

大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
同
業
組
合
の
調
査
に
よ
る
若
松
市
内
の
営
業
者
数
の
変

遷
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
正
八
年
に
は
鋸
工
二
十
二
戸
、
打
刃

物
工
十
二
戸
で
あ
る
が
、
大
正
十
五
年
で
は
鋸
工
三
十
九
戸
、
打
刃
物
工
十
七
戸
、

昭
和
十
五
年
は
鋸
工
三
十
六
戸
、
打
刃
物
工
十
一
戸
で
、
こ
の
年
の
年
生
産
額
は

五
十
万
円
と
い
う
。
調
査
方
法
が
不
明
確
な
た
め
単
純
な
数
字
の
比
較
は
で
き
な
い

が
、
大
正
期
に
工
場
数
と
し
て
は
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
恐
慌
の
前
後
で
は
打
刃
物

は
や
や
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、鋸
鍛
冶
の
軒
数
に
は
大
幅
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
戦
時
中
に
は
、
会
津
の
金
物
業
界
も
時
局
の
影
響
を
受
け
た
。
統
制
上
の
理

由
か
ら
、
昭
和
十
四
年
六
月
に
は
鋸
工
業
組
合
や
打
刃
物
工
業
組
合
な
ど
が
成
立
し

て
い
る

（
（（

（
＊

。
ま
た
堤
章
氏
に
よ
れ
ば
、
刃
物
鍛
冶
は
福
島
県
利
器
工
業
組
合
の
も
と
に

糾
合
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
は
こ
れ
が
軍
刀
組
合
に
名
を
変
え
て
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活
動
し
て
い
た
と
い
う

（
（（

（
＊

。
例
え
ば
重
房
の
系
譜
を
継
ぐ
重
次
や
重
道
も
、
受
命
刀
匠

と
し
て
多
く
の
軍
刀
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　

戦
後
、
昭
和
二
十
三
年
の
福
島
県
統
計
書
に
お
け
る
若
松
市
の
業
種
別
工
場
数
で

は
、
漆
器
や
製
材
木
工
業
等
に
続
き
、
金
属
製
品
製
造
業
は
第
四
位
で
六
十
八
の
工

場
が
あ
っ
た

（
（（

（
＊

。
中
で
も
鋸
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
全
国
的
に
も
そ
の
品
質
が
認
め
ら

れ
、
特
に
戦
時
中
は
満
州
や
北
海
道
、
青
森
が
主
要
な
市
場
で
あ
っ
た
。
堤
章
氏
も
、

戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
へ
と
歩
み
を
進
め
た
時
代
は
、
明
治
の
北
海
道
開
拓
期

と
並
ん
で
天
王
寺
鋸
の
需
要
が
増
え
た
時
期
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
昭
和
三
十
三

年
頃
の
会
津
若
松
市
内
に
は
三
十
九
軒
の
鋸
鍛
冶
が
あ
り
、
職
人
や
弟
子
は
二
百
数

十
人
に
の
ぼ
っ
た
。
鋸
組
合
で
は
運
動
会
や
野
球
大
会
を
盛
大
に
行
っ
て
い
た
と
い

う
（
（（

（
＊

。

　

こ
う
い
っ
た
記
録
や
証
言
か
ら
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
時
期
は
会
津
の
鋸
や
打
刃

物
生
産
は
比
較
的
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
高
度
成

長
期
に
な
る
と
、
工
場
数
は
維
持
し
つ
つ
も
生
産
額
は
落
ち
込
ん
で
い
っ
た
。『
会

津
若
松
史
』
で
は
そ
の
原
因
に
、
技
術
の
継
承
者
不
足
や
企
業
と
し
て
の
新
し
い
生

産
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

（
（（

（
＊

。
同
業
組
合

も
様
々
な
努
力
を
重
ね
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
休
眠
状
態
に
な
る
組
織
が

続
出
し
た
と
い
う
。
特
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
普
及
や
建
築
工
法
の
変
化
は
、
鋸
を
は

じ
め
伝
統
的
な
鍛
冶
道
具
の
需
要
を
急
落
さ
せ
た
。
刃
物
鍛
冶
職
人
も
重
房
以
来
の

門
人
た
ち
は
次
々
と
姿
を
消
し
、昭
和
五
十
年
半
ば
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
た
重
道
、

重
延
、
重
高
ら
も
相
次
い
で
家
業
を
閉
じ
た

（
（（

（
＊

。
近
代
以
降
、
幾
度
も
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
会
津
の
鍛
冶
屋
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
の
よ
う
な
隆
盛
の
時
代
は

今
日
ま
で
戻
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
会
津
で
中
屋
や
「
重
」
の
名
を
継
ぐ
職
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
、二
軒
が
残
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

会
津
の
鍛
冶
文
化
関
連
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

記
録
や
伝
承
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、会
津
に
お
け
る
鍛
冶
産
業
の
変
遷
を
整
理
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
会
津
の
代
表
的
な
産
業
で
あ
っ
た
鍛
冶
の
歴
史
も
、
記
録
が
少

な
い
た
め
に
不
明
確
な
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
本
企
画
展
で
も
紹
介

し
た
よ
う
に
、
職
人
が
生
み
出
し
た
製
品
や
残
さ
れ
た
道
具
類
等
の
実
物
資
料
は
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
現
代
ま
で
そ
の
一
部
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
会

津
の
鍛
冶
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
う
え
で
、
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
本
書
図
版
編
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
福
島
県
立

博
物
館
が
所
蔵
す
る
鋸
鍛
冶
関
連
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た

い
。

山
岸
清
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

山
岸
家
は
会
津
を
代
表
す
る
宮
大
工
棟
梁
の
系
譜
で
、

代
々
「
喜
右
衛
門
」
を
名
乗
っ
た
。
特
に
さ
ざ
え
堂
の
建
築
に
棟
梁
と
し
て
携
わ
っ

た
山
岸
喜
右
衛
門
道
重
は
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
歴
代
当
主
が
数
々
の
名
建
築

に
携
わ
っ
て
い
る
。
大
正
二
年
に
生
ま
れ
た
山
岸
家
十
五
代
・
清
次
氏
も
、
滝
沢
本

陣
住
宅
門
の
復
元
や
龍
興
寺
八
角
堂
の
新
築
な
ど
を
手
が
け
た
が
、
同
時
に
同
家
に

伝
わ
る
資
料
の
ほ
か
鋸
や
打
刃
物
な
ど
の
鍛
冶
道
具
の
収
集
を
通
し
て
独
自
の
研
究

を
進
め
、『
会
津
鋸
と
打
刃
物
に
つ
い
て
』
等
の
書
物
を
著
し
た
。
大
工
道
具
の
研

究
者
で
あ
っ
た
村
松
貞
次
郎
氏
と
も
交
流
が
深
く
、
村
松
氏
の
著
書
に
も
清
次
氏
の

研
究
成
果
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鍛
冶
製
品
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
重

房
・
重
道
を
は
じ
め
と
し
た
鑿
や
鉋
等
の
打
刃
物
と
、
中
屋
の
鋸
な
ど
多
数
に
の
ぼ

る
。
清
次
氏
自
身
で
整
理
さ
れ
た
一
覧
で
は
鑿
・
鉋
だ
け
で
百
点
以
上
に
な
る
が
、

鋸
を
は
じ
め
未
整
理
の
道
具
類
も
数
多
く
、
全
体
で
数
百
点
に
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ

る
。山
岸
家
の
宮
大
工
と
し
て
の
系
譜
は
十
六
代
で
途
絶
え
た
が
、そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
ご
子
孫
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

堤
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

堤
章
氏
は
大
正
十
三
年
に
塩
川
町
（
現
・
喜
多
方
市
）
で
生
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ま
れ
、
出
征
後
に
会
津
へ
戻
り
鍛
冶
職
に
つ
い
た
。
父
親
の
も
と
で
鍛
冶
技
術
を
修

め
、
昭
和
三
十
年
に
堤
製
作
所
を
創
立
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
の
「
姫
鍬
」
を
製
造
し
全

国
へ
と
販
売
し
た
。
ま
た
同
時
に
会
津
の
鍛
冶
・
金
工
品
を
収
集
し
た
が
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
鋸
や
打
刃
物
か
ら
、
農
具
や
鉄
鍋
、
自
在
鉤
な
ど
の
生
活
用
具
ま
で

幅
広
い
。
そ
の
一
方
で
調
査
研
究
を
精
力
的
に
進
め
、
会
津
の
鍛
冶
文
化
の
全
貌
を

明
ら
か
に
し
た
「
鍛
冶
叢
書
」
全
六
巻
を
著
し
た
。
丹
念
な
文
献
調
査
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
、
会
津
の
鍛
冶
文
化
研
究
の
金
字
塔
と
い
え
る
。
さ
ら
に
平
成
六

年
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
作
品
合
わ
せ
て
四
五
〇
点
を
展
示
し
た
資
料
館
「
鉄

の
工
芸
館
『
会
津
鍛
治
屋
敷
』」
を
会
津
若
松
市
上
町
に
開
館
し
た

（
（（

（
＊

。
堤
氏
は
平
成

二
十
一
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
も
同
家
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

山
口
栄
吾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

山
口
栄
吾
氏
は
会
津
若
松
市
大
町
で
金
物
屋
「
山
口
商

店
」
を
営
ん
で
い
た
が
、
そ
の
傍
ら
農
鍛
冶
に
関
す
る
道
具
や
製
品
を
収
集
し
、
そ

の
調
査
を
進
め
た
。
著
書
『
会
津
農
鍛
冶
小
史
』
で
は
会
津
に
お
け
る
農
具
や
農
鍛

冶
の
変
遷
を
ま
と
め
、
個
々
の
職
人
を
紹
介
し
て
い
る
。
栄
吾
氏
亡
き
後
、
平
成

十
七
年
に
約
五
七
〇
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
生
活
用
具
を
は

じ
め
、
農
具
・
漁
具
や
山
仕
事
の
道
具
、
和
釘
や
金
具
類
、
屋
根
葺
き
や
桶
屋
・
下

駄
屋
の
道
具
な
ど
、
鍛
冶
屋
が
手
が
け
た
あ
ら
ゆ
る
資
料
が
揃
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

ふ
い
ご
や
金
槌
な
ど
の
製
作
用
具
、
玉
鋼
な
ど
の
原
料
ま
で
含
ま
れ
る
点
が
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
三
名
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
い
ず
れ
も
多
様
な
形
で
鍛
冶
文
化
に
直

接
関
わ
る
当
事
者
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
で
培
っ
た
知
識
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
資
料
収
集
と
調
査
研
究
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
成
果
と

し
て
の
著
作
物
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
と
い
う
、
会
津
に
お
け
る
鍛
冶

文
化
の
最
後
の
灯
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
こ
こ
に
ご

紹
介
し
た
方
々
は
い
ず
れ
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
成
果
と
残
さ
れ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
会
津
の
鍛
冶
文
化
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

中
屋
市
右
衛
門
関
連
資
料　

中
屋
市
右
衛
門
（
川
村
家
）
の
初
代
は
新
潟
県
小
須
戸

村
（
現
・
新
潟
市
）
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
三
年
に
会
津
若
松
の
鋸
鍛
冶
・
七
代
中

屋
源
助
に
弟
子
入
り
し
た
。大
正
元
年
に
新
横
町
で
独
立
し
、そ
の
後
は
三
代
に
渡
っ

て
天
王
寺
鋸
や
大
工
鋸
、
下
駄
屋
鋸
な
ど
を
作
っ
た
。
平
成
十
七
年
に
三
代
・
市
右

衛
門
が
終
業
さ
れ
、
関
連
資
料
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
一
五
〇
点
ほ
ど
の
資
料
に

は
、
金
槌
や
銑
、
た
が
ね
な
ど
の
道
具
類
の
ほ
か
、
鋸
の
型
や
コ
ミ
な
ど
の
未
製
品
、

目
抜
き
用
の
プ
レ
ス
機
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

中
屋
忠
左
衛
門
関
連
資
料　

中
屋
忠
左
衛
門
（
小
島
家
）
初
代
は
文
化
四
年
に
生
ま

れ
、
当
初
は
農
具
な
ど
も
製
造
し
た
。
そ
の
後
中
屋
重
左
衛
門
に
師
事
し
、
嘉
永
四

年
か
ら
は
鋸
鍛
冶
と
し
て
独
立
し
た
。
四
代
忠
左
衛
門
は
大
平
鋸
工
場
の
株
主
と
な

り
、
ま
た
会
津
製
鋸
組
合
理
事
長
や
県
利
器
工
業
組
合
の
顧
問
に
推
さ
れ
る
な
ど
、

近
代
会
津
の
鋸
産
業
に
お
け
る
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
旧
博
労
町
で
多
く
の
弟

子
を
育
成
し
な
が
ら
七
代
に
渡
り
鋸
鍛
冶
を
営
ん
だ
が
、
そ
の
後
廃
業
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
に
関
連
資
料
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
金
槌
、
銑
、
や
す
り
、
狂
い
取
り

台
な
ど
の
製
作
用
具
や
奉
納
剣
な
ど
の
儀
礼
用
具
、
さ
ら
に
窓
鋸
な
ど
の
製
品
を
含

め
そ
の
数
は
四
百
点
以
上
に
の
ぼ
る
。

お
わ
り
に

　

近
代
以
降
、
幾
度
も
の
浮
き
沈
み
を
経
験
し
た
会
津
の
鍛
冶
屋
た
ち
は
、
そ
の
度

ご
と
に
様
々
な
形
で
自
ら
の
文
化
を
つ
な
い
で
き
た
。
地
域
産
業
の
代
表
と
し
て
の

地
位
は
、
経
済
恐
慌
や
戦
争
と
い
っ
た
激
動
の
時
代
を
経
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と

い
え
る
が
、高
度
成
長
期
以
降
の
社
会
変
化
の
波
に
は
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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註＊
１　

庄
司
吉
之
助
編
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
巻
一
（
寛
文
風
土
記
）
一
九
七
九
年
、
吉
川

弘
文
館
。

＊
２　

会
津
史
料
大
系
刊
行
会
編
『
会
津
鑑
二
』
一
九
八
一
年
、
吉
川
弘
文
館
。

＊
３　

佐
藤
久
米
三
郎
・
田
尻
浅
之
助
『
会
津
繁
昌
記
』
一
九
二
二
年
、
高
阪
信
文
堂
。

＊
４　

小
西
勝
次
郎
『
国
産
金
物
発
達
誌
』
一
九
三
四
年
、
文
書
堂
。

＊
５　

若
松
市
役
所
『
若
松
市
史
』
下
巻
、
一
九
八
七
年
、
国
書
刊
行
会
（
一
九
四
一
年
刊
行
の

復
刻
版
）。

＊
６　

村
松
貞
次
郎
『
鍛
冶
の
旅 

わ
が
懐
し
の
鍛
冶
ま
ん
だ
ら
』
一
九
八
五
年
、芸
艸
堂
。
但
し
、

中
屋
清
右
衛
門
が
会
津
鋸
の
創
始
者
で
あ
る
と
い
う
口
碑
に
つ
い
て
村
松
氏
は
、「
こ
れ

は
大
工
鋸
に
限
っ
て
の
話
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
平
澤
一
雄
氏
に
よ
れ

ば
、中
屋
清
右
衛
門
は
中
屋
重
左
衛
門
の
親
で
あ
る
と
い
う（
平
澤
一
雄『
産
業
文
化
史 

鋸
』

一
九
八
〇
年
、
ク
オ
リ
）。

＊
７　

福
島
県
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
福
島
県
文
化
振
興
事
業
団
『
福
島
県
の
民
俗
技
術
』

二
〇
〇
八
年
。

＊
８　

堤
章
『
会
津
の
鋸
鍛
冶
―
近
代
の
群
像
と
そ
の
系
譜
』（
鍛
冶
叢
書
３
）
一
九
八
九
年

＊
９　

山
岸
清
次
『
会
津
鋸
と
打
刃
物
に
つ
い
て
』
一
九
八
〇
年
、
私
家
版

＊
10　

若
松
市
役
所
前
掲
書
、
一
九
八
七
年
。
会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
『
会
津
若
松
史
』
第
六

巻
（
明
治
の
会
津
）、一
九
六
六
年
。
堤
章
『
会
津
の
刃
物
鍛
冶
―
藤
井
重
正
の
周
辺
』（
鍛

冶
叢
書
２
）
一
九
八
六
年
、
堤
章
『
会
津
の
鋸
鍛
冶
―
近
代
の
群
像
と
そ
の
系
譜
』（
鍛

冶
叢
書
３
）
一
九
八
九
年
、
堤
章
『
軍
刀
組
合
始
末
―
陸
軍
受
命
刀
匠
の
周
辺
』（
鍛
冶

叢
書
５
）
一
九
九
四
年
。

＊
11　

堤
前
掲
書
、
一
九
八
九
年
。

＊
12　

若
松
市
役
所
前
掲
書
、
一
九
八
七
年
。

現
在
、
会
津
の
文
化
と
し
て
鍛
冶
製
品
や
技
術
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
残
念

な
が
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
は
現
代
の
産
業
と
し
て
は
消
え
か
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
が
、
一
方
で
会
津
の
歴
史
と
し
て
鍛
冶
文
化
を
掘
り
起
こ
す
意
義
は
大
い
に
あ

ろ
う
。
会
津
が
「
匠
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
歩
ん
だ
営
み
に
、
本
企
画
展
を
通
じ
て

少
し
で
も
目
を
向
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

＊
13　

会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
『
会
津
若
松
史
』
第
七
巻
（
大
正
・
昭
和
の
会
津
）、一
九
六
七
年
。

＊
14　

若
松
市
役
所
前
掲
書
、
一
九
八
七
年
。

＊
15　

若
松
市
役
所
前
掲
書
、
一
九
八
七
年
。

＊
16　

堤
前
掲
書
、
一
九
九
四
年
。

＊
17　

会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
前
掲
書
、
一
九
六
七
年
。

＊
18　

堤
前
掲
書
、
一
九
八
九
年
。
こ
の
あ
た
り
の
鍛
冶
屋
の
軒
数
は
い
ず
れ
も
会
津
若
松
の
も

の
だ
が
、
昭
和
五
十
年
代
の
調
査
で
も
「
以
前
は
喜
多
方
で
も
四
〇
軒
以
上
の
鋸
鍛
冶
が

い
た
」
と
記
さ
れ
、
会
津
全
体
で
は
さ
ら
に
多
く
の
鍛
冶
屋
が
戦
後
も
活
躍
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
（
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
『
民
俗
調
査
報
告
書
（
町
方
編
）』
一
九
八
二
年
）。

＊
19　

会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
前
掲
書
、
一
九
六
七
年
。 

＊
20　

村
松
貞
次
郎
前
掲
書
、
一
九
八
五
年
。

＊
21　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
二
月
十
一
日
付
（
福
島
版
）。


